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　・掘削及び埋戻しは、機械施工を原則とする。
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軽量鋼矢板及び鋼矢板等使用
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　・埋戻しは、一層厚20㎝毎の転圧とする。

　＊上記作業について各道路管理者と協議し施工方法を決定すること。
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　・埋戻しの管頂30㎝までは、人力転圧を併用する。
　・土質条件と掘削深によって適切な法勾配を確保すること。
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　掘削及び埋戻し標準図　（参考）
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アルミ腹起し材

軽量鋼矢板

アルミ腹起し材  切梁用サポート（水圧式）
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切梁用サポート（水圧式）
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・矢板材料については、安全を確認できる材料を使用するものとする。
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　軽量鋼矢板・アルミ矢板及び軽量金属支保工設置標準図（参考）
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